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WEKOを利用した超高層・宇宙科学観測データ公開システムの開発
Development of a repository system for upper atmosphere and space science using the
WEKO
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本研究では、科学衛星や地上観測によるデータを保有する超高層・宇宙科学分野の研究グループが、相互にデータ公
開・利用できる環境を整えると同時に、提供されるデータに対して柔軟なアクセス権限を与える事ができるシステムを
構築する事を目的とする。
実際にデータ公開システムを構築するに当たっては、国立情報学研究所 (以下、NII) が開発を行っているリポジトリソ

フトウェア「WEKO」を用いた。WEKOは NetCommons2(以下、NC2)と呼ばれる NII が作成した Content Management
System(CMS)上で動作するリポジトリソフトウェアであり、JAIRO Cloudや様々な学術機関リポジトリサイトなどで使
用されている。また、Dublin Coreや Junii2などのメタデータ形式での出力に対応しており、OAI-PMHなどのハーベス
ティングプロトコルを用いてメタデータを外部サイトに提供する事が可能である。
しかし、WEKOは宇宙科学分野向けのリポジトリソフトウェアとして設計されていない為、実際にリポジトリサイト

を構築する際には幾つかの改良を加える必要がある。この様な点から、当研究ではWEKOの内部ファイルに改良や追加
を加え、当研究グループが保有するあけぼの VLF データに適用してその公開サイトを構築した [1]。メタデータに関し
ては、IUGONETなどのプロジェクトを代表とする各種データサイトで使用されている宇宙科学分野向けのメタデータ形
式「SPASE(Space Physics Archive Search and Extract)」について、現在WEKOへの対応を行っている。
更に、NC2に Shibbolethと呼ばれる Single-Sign-On(SSO)を実現するソフトウェアへの対応を行う事で、NC2の通常

ログインに加えて SSOを利用した認証も行えるようになる。Shibbolethに加えて学術認証フェデレーション「学認」を
併用する事で、WEKOのデータに対しても柔軟なアクセスが実現できる。
本発表では実際にWEKOを用いて科学衛星観測データリポジトリサイトを構築するに当たっての手順や改善点を述べ

ながら、他システムとの連携手段及び今後の課題について報告を行う。
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